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島原守護神「しまばらん」降臨
　島原守護神「しまばらん」が島原市に降臨しました。
　これは、「島原ふるさと創生小西紀行プロジェクト」の一環と
して漫画「妖怪ウォッチ」の作者で島原市出身の小西紀行さんの
プロデュースにより誕生したものです。
　「しまばらん」は、島原の守護神であり、島原ふるさと創生の
救世主として、これから市民皆さんの前にいつでも現れて、島原
を「元気」にしてくれます。
　市民皆さんも「しまばらん」と一緒に島原を元気にしていきま
しょう。
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島原守護神
「しまばらん」
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
私
が
就
任
し
て
１
期
４
年
目
の
集

大
成
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
も
「
と
こ
と
ん
子
育
て
に
や
さ
し
い
街

づ
く
り
」、「
高
齢
者
が
輝
く
街
づ
く
り
」、「
若

者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
街
づ
く
り
」
の
３
つ

の
柱
を
中
心
に
市
民
皆
様
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
本
市
の
出
来
事
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
昨
年
は
市
制
施
行
75
周
年
と
い
う
三

四
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
、
記
念
式
典
や
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
で
市
民
皆
様
と
お
祝
い
す
る
と
と

も
に
、
75
年
の
長
き
に
わ
た
り
築
か
れ
て
き
た

市
制
の
歴
史
を
未
来
へ
つ
な
ぎ
、
更
に
発
展
さ

せ
る
意
を
新
た
に
す
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
地
方
創
生
元
年
」
と
位
置
付
け
た
ま

ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
、
将
来

の
本
市
の
在
り
方
を
見
据
え
た
「
島
原
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
併
せ
、
本
市
出
身
の
漫
画
家
・
小
西

紀
行
先
生
と
制
作
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
島
原

守
護
神
し
ま
ば
ら
ん
」
も
完
成
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
イ
ベ
ン
ト
や
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
な
ど
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
ユ
ネ
ス

コ
の
正
式
事
業
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
で
島
原

半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
知
度
も
向
上
し
、
観
光

や
教
育
な
ど
の
地
域
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み

に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
松
平
家
島
原
藩
主
の
ル
ー
ツ
で
あ
り

ま
す
愛
知
県
幸
田
町
へ
市
民
訪
問
団
１
０
０
人

で
訪
れ
、
歴
史
を
紐
解
き
、
友
好
の
絆
を
強
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
や
新
し

い
防
災
行
政
無
線
の
運
用
開
始
、
新
た
な
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
「
清
流
亭
」
の
オ
ー
プ
ン
、
子

育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
根

幹
と
も
い
う
べ
き
２
人
目
以
降
の
保
育
料
無
料

化
や
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
拡
大
、
子
ど

も
た
ち
の
競
技
力
向
上
や
指
導
者
の
育
成
を
見

据
え
た
日
本
体
育
大
学
と
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
販

売
し
た
商
品
券
や
旅
行
券
、
空
き
家
を
活
用
し

た
体
験
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
な
ど
に
も
取
り
組

ん
だ
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
１
月
１
日
に
旧
有
明
町
と

合
併
し
て
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
１
月
17
日
に

は
、
合
併
10
周
年
記
念
式
典
の
ほ
か
、
市
民
皆

様
も
参
加
で
き
る
催
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ん
で
合
併
10
年
を
お
祝
い
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
に
と
っ
て
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
あ
の
未
曾
有
の
大
災
害
「
雲
仙
・

普
賢
岳
噴
火
災
害
」
か
ら
四
半
世
紀
と
な
る
25

年
を
迎
え
ま
す
。
当
時
、
消
防
団
員
で
あ
っ
た

私
に
と
り
ま
し
て
も
、
特
別
な
思
い
が
込
み
上

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

島原市長

古川　隆三郎

地
方
創
生　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
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げ
て
き
ま
す
。
６
月
３
日
に
は
追
悼
式
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
復
興
し
た
島
原
の
姿
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
に
も
取
り
組
み
、
災
害
の
伝

承
と
今
次
災
害
で
得
た
教
訓
を
生
か
し
た
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
昨
年
策
定
し
た
総
合
戦
略
に
掲

げ
る
、「
し
ご
と
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
に
す
る
」、「
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く

る
」、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る
」、「
時
代
に
合
っ
た
地
域
を

つ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
」
の
４
つ
の

分
野
に
つ
い
て
、
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
、
第
29
回
全
国
健
康
福
祉

祭
な
が
さ
き
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２

０
１
６
」
が
本
市
で
も
開
催
さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
、

弓
道
の
２
競
技
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
一
昨
年

の
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
に
負
け
な
い
お
も

て
な
し
で
選
手
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
市
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
市
庁
舎
の
建
て
替
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
皆
様
が
利
用
し
や
す
く
、
将
来
の
市
の
拠

点
と
な
る
よ
う
な
新
庁
舎
建
設
を
目
指
し
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
友
好
親
善
の
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
、

幸
田
町
か
ら
の
訪
問
団
が
来
島
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
交
流
促
進
を
行
う
と
と
も
に
、

兄
弟
都
市
の
豊
後
高
田
市
や
姉
妹
都
市
の
福
知

山
市
と
の
交
流
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

が
中
心
と
な
り
実
施
さ
れ
る
「
長
崎
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
活
用
し
た
観

光
客
誘
致
や
、
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
を
時
間
的
に
交

通
規
制
す
る
こ
と
で
、
ゆ
っ
く
り
ま
ち
歩
き
が

で
き
る
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
教
育
の
分
野
で
は
、
日
本
体
育
大
学
と
の
連

携
事
業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
が
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

夢
の
教
室
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路
「
島
原
道
路
」
の

整
備
促
進
や
、
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
の
開

業
を
見
据
え
た
公
共
交
通
の
連
携
強
化
な
ど
に

つ
い
て
も
、
本
市
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
国
・

県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
施
策
を
推
進
し
「
市
民
目
線
に
立
っ

た　
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
島
原
」
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
皆
様
お

一
人
お
一
人
が
一
緒
に
な
っ
て
、
共
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
「
街
が
賑
わ
い　
人
が
ふ
れ
あ
い　
支
え
あ
う
」

市
民
が
主
役
の
島
原
市
を
創
る
た
め
、
引
き
続

き
全
力
で
市
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
本
年
が

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

市制施行 75周年の節目の年を祝
いました

島原ふるさと創生「島原守護神しま
ばらん」が誕生しました

日本体育大学と「体育・スポーツの
推進に関する協定」を締結しました

市民訪問団 100 人が愛知県幸田
町を訪れ、交流を深め合いました

観光交流センター「清流亭」がオー
プンしました

空き家を活用した「体験シェアハウ
ス事業」を実施しました



　江戸時代、島原藩の安全と繁栄をもたらしていた守護神「しまばらん」は、人口が減少
するなど元気がなくなりつつある島原の行先きを心配していた。
　ヤキモキしていた守護神は、いてもたってもいられず、昔のように活気あふれる元気な
島原を取り戻すため、島原創生元年に、再びふるさとに舞い降りた。

〈プロフィール〉

しまばらん（島原守護神）

【誕生日】　４月６日（城の日）　
【出身地】　島原（現在の島原市）　
【性別】　男　　
【年齢】　不詳
【性格】　郷土愛に満ち、何事も真っ直ぐで一生懸命。
　　　　しかし、おっちょこちょいで、疲れやすく
　　　　体力には自信がない。
【趣味】　毎日、朝５時に起き、まちを散策しながら
　　　　マイボトル（特製のひょうたん）を使って
　　　　「湧水」を飲むことが日課。
【特技】　もめ事をうまく丸く収め、解決する力があ
　　　　る。（かんざらしの白玉を丸めるように）
【弱点】　暑さに弱く、すぐ喉がかわく。
　　　　しかし！島原市の湧水を飲むと元気になる。
【好きな食べもの】　かんざらし

島原守護神「しまばらん」
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島原
ふるさと創生の救世主現る



　しまばらんお披露目に際し、島原市民の皆様、
および関係各位の皆様、初めまして。
　島原市出身の漫画家、小西紀行です。
　本日みなさまの前で島原市の公式キャラク
ター、『島原守護神しまばらん』をお披露目さ
せていただくことをとてもうれしく、　島原出
身の身でこのプロジェクトに関わり、この日を
迎えたことを感慨深く思っています。
　このキャラクターは、島原市および古川市長
の熱い思いに共感し、お話しあいを重ねながら
生まれました。
　島原が誇る“湧水”の水滴と、私自身が帰郷
の際に必ず食す“かんざらし”の団子のモチモ
チ感をあわせてデザインいたしました。
　子ども達にも真似して描いてもらえるように
なるべく線を簡略化しています。

　ぜひ「島原市民なら誰でも描ける！」という
キャラクターに育って欲しいです。
　同時に、このしまばらんが皆様の日々の生活
において目にとまるように、各所で利用される
ことを願っています。
　生み出したのは私たちですが、育てていくに
は島原市民の皆様お一人お一人の力が必要で
す。
　嫌なことがあっても、このキャラクターの顔
をみるだけで、少しでも元気を取り戻してもら
えるようになることが「島原守護神」としての
最大の役目だと思っていますので、そのために
今後も微力ながら私もご協力させていただきた
いと思います。
　しまばらんが、島原市の発展、向上、市民の
皆様の幸せのお役に立てることを祈り、ご挨拶
に代えさせていただきます。

島原守護神「しまばらん」をぜひ活用してください

　島原守護神「しまばらん」のイラストやロゴは活用することができます。
　「しまばらん」のイラストやロゴを使用する場合は、個人、または限られた範囲内で使用する場合を
除いて事前に申請を行い承認を受けてください。

①使用承認申請書をしまばらん窓口に持参また
　は郵送で提出してください
※申請書を提出の際、デザイン案を添付してく
　ださい
※使用承認申請書は、しまばらん窓口に備え付
　けてけているほか、市ホームページ（http:/
　/www.city.shimabara.lg.jp/）からもダウ
　ンロードできます
②受付完了後、しまばらん窓口で審査を行いま
　す
③しまばらん窓口での審査後、承認書が届いて
　から使用してください

使用申請の流れ 使用時の注意点
○しまばらんの変形は認められません。作成時に
　は注意してください
○色はできる限り近い色を使用してください

申し込み・問い合わせ先
しまばらん窓口（政策企画課内）
〒 855-8555　島原市上の町 537番地
☎ 62-8012
メールアドレス：seisaku@city.shimabara.lg.jp

商品に使用するときは必ず申請してね！
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小西紀行さん

島原
ふるさと創生の救世主現る

小西紀行さんからメッセージが届きました



平成 28.1.　　6

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
２
０
１
５
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。

　
市
で
は
、
市
制
施
行
75
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
ほ
か
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

「
清
流
亭
」
の
オ
ー
プ
ン
や
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
島
原
守
護
神
し
ま
ば
ら
ん
」
の
誕

生
な
ど
、
地
方
創
生
元
年
に
ふ
さ
わ
し
い
年
で
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
写
真

な
ど
と
と
も
に
島
原
市
の
『
１
年
』
を
振
り
返
り
ま
す
。

島
原
市
の
１
年
を
振
り
返
る

１月

 

・
島
原
市
成
人
式

 

・
市
長
と
新
成
人
者
と
の
座
談
会

 

・
大
久
保
嘉
人
選
手
「
島
原
ふ
る
さ
と
納
税
大
使
」
就
任

 

・
ゼ
ン
リ
ン
と
半
島
三
市
合
同
で
「
災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品
等
の
供

　
給
等
に
関
す
る
協
定
書
」
締
結

 

・
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
島
原
キ
ャ
ン
プ

２月 
 

・
長
崎
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
と
「
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
復
興

　
支
援
に
関
す
る
協
定
書
」
締
結

 
・
島
原
が
ま
だ
す
リ
ー
グ
２
０
１
５

３月

 

・
島
原
城
下
ひ
な
め
ぐ
り
（
人
間
ひ
な
行
列
）

 

・「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
・
大
会
」
開
催
記
念
植
樹

 

・
し
ま
ば
ら
江
戸
ま
つ
り

４月

 

・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
「
清
流
亭
」
オ
ー
プ
ン

 

・
島
原
市
制
施
行
75
周
年
記
念
式
典

 

・
島
原
市
の
歩
み
展

 

・
新
防
災
行
政
無
線
運
用
開
始

 

・
２
人
目
以
降
の
保
育
料
を
免
除

 

・
医
療
費
助
成
対
象
を
「
中
学
生
ま
で
拡
大
」

５月

 

・
鯉
の
供
養
と
放
流

６月

 

・
日
本
体
育
大
学
と
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
協
定
」
締
結

 

・
い
の
り
の
日

 

・
島
原
ふ
る
さ
と
特
産
市

 

・
５
事
業
所
と
「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
協
定
」
締
結

サッカーＪ１川崎フロンターレ所
属の大久保嘉人選手が「島原ふる
さと納税大使」に就任しました

本市出身の漫画家 小西紀行さんと
「島原ふるさと創生小西紀行プロ
ジェクト」の調印を交わしました

市内の小・中学生が日本体育大学
で、講話や実技指導を受けるなど
体験学習を行いました

鯉の泳ぐまちに、観光の新たな拠
点として、観光交流センター「清
流亭」がオープンしました

市制施行 75 周年記念式典が盛大
に開催され、参加者全員で 75 歳
を祝いました

１

１２３

７８９

２

３

４

５

市独自の販路拡大を目指し、本市
として初の海外物産展「香港島原
フェア」を香港で開催しました



６月

 

・
市
内
郵
便
局
と
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
締
結

 

・
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教
室
」（
９
月
も
開
催)

７月

 

・「
湧
く
わ
く
商
品
券
」「
き
て
・
み
て
・
島
原
お
も
城
下
け
ん
」
販
売

 

・「
子
ど
も
の
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
施
行

 

・
土
曜
夜
市
（
８
月
も
開
催
）

 

・
Ｊ
Ａ
Ｆ
（
日
本
自
動
車
連
盟
）
と
「
観
光
協
定
」
締
結

８月

 

・
水
ま
つ
り

 

・
漫
画
「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
作
者 

小
西
紀
行
さ
ん
と
「
島
原
ふ
る
さ
と

　
創
生
小
西
紀
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
調
印

 

・
市
長
を
囲
む
地
域
懇
談
会
（
７
～
８
月
市
内
７
地
区
で
開
催
）

 

・
長
崎
大
学
と
「
包
括
連
携
協
定
」
締
結

 

・
精
霊
流
し

 

・
島
原
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
（
小
・
中
学
生
派
遣
事
業
）

 
・
島
原
ガ
マ
ダ
ス
花
火
大
会

９月

 
・
第
10
回
農
業
感
謝
祭

10 月

 

・
島
原
市
民
体
育
祭
（
大
運
動
会
）

 

・
し
ま
ば
ら
温
泉
不
知
火
ま
つ
り

 

・「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
策
定

 

・
香
港
島
原
フ
ェ
ア
（
香
港
）

 

・
幸
田
町
へ
の
友
好
親
善
訪
問
の
旅

 

・
第
37
回
北
村
西
望
賞
教
育
美
術
展

11 月

 

・
全
国
薬
草
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
５
ｉ
ｎ
島
原
・
薬
草
フ
ェ
ア

 

・
市
防
災
避
難
訓
練
（
有
明
地
区
）

 

・
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向
け
た
市
民
勉
強
会

 

・「
ユ
ネ
ス
コ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
オ
パ
ー
ク
」
決
定

 

・
金
婚
式

 

・
島
原
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り

 

・
島
原
守
護
神
「
し
ま
ば
ら
ん
」
降
臨

12 月

 

・
島
原
ウ
ィ
ン
タ
ー
ナ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

 

・
平
成
新
山
島
原
学
生
駅
伝

 

・
ジ
オ
・
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

7　　平成 28.1.

大火砕流から丸 24 年を迎えた 6
月３日、市内各所で追悼行事が行
われ、犠牲者の冥福を祈りました

市民訪問団 100 人が初めて幸田
町を訪れ、相互交流を深め合い、
両市町の絆が強まりました

水陸両用車を活用した、平成新山
や九十九島などのジオサイトを巡
るモニターツアーを実施しました

４５６

10

６

７

８

９

10
11

12

1112

市民が待ち望んでいた、島原ふる
さと創生「島原守護神しまばらん」
がお披露目されました

安全で安心できる情報を市民に提
供するため、新防災行政無線の運
用を開始しました

地域経済活性化のため、2000 円
のプレミアム付き商品券・旅行券
が販売されました

見 本
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・マイナンバー総合フリーダイヤル
　コールセンター（☎ 0120-95-0178） 
　【平日】9 時 30 分～ 22 時
　【土・日曜、祝日】9 時 30 分～ 17 時 30 分
　　　　　　　　　（年末年始を除く）

マイナンバー制度に関する問い合わせ先

今月からマイナンバーの利用が
始まります

　今月から、市役所窓口で申請など行う際、マイナンバー通知カードが必要に
なります。また、なりすまし被害を防ぐため、通知カードに加え、身分証明証
の提示も必要となりますのでご協力をお願いします。
　個人番号カードを取得すると、マイナンバーの必要な手続きが 1 枚で済ませ
ることができるので便利です。申請をお勧めします。

マイナンバー制度④

マイナンバーの関連する窓口および手続き内容
市役所でのマイナンバー関連窓口は、次のとおりです。詳しくは各窓口に問い合わせてください。

市民窓口サービス課 ・通知カード、個人番号カードの受け取り、再発行の手続き・転入・市内転居
・氏名変更

有明支所 ・本庁各課で実施しているマイナンバー対象諸手続
税務課 ・各種減免申請・償却資産申告・市県民税申告（平成 29 年 2 月申告分から）

福祉課
・養護老人ホーム入所申請・障害者手帳の交付申請・障害福祉サービス受給申
　請・障害児通所サービス受給申請・自立支援医療支給認定申請・自立支援補
　装具交付申請・特別障害者手当、障害児福祉手当受給申請・生活保護申請

こども課 ・児童手当認定請求・児童扶養手当認定請求・特別児童扶養手当認定請求・未
　熟児養育医療費給付申請・保育所等入所申込・幼稚園等の支給認定申請など

保険健康課
・資格取得の届出・住所地特例に関する届・被保険者証の再交付の申請・特定
　疾病認定の申請・限度額適用認定の申請・高額療養費の支給の申請・介護保
　険要介護・要支援認定申請・介護保険資格喪失届

保健センター ・妊娠の届出・低体重児出生届
教育委員会 ・就学援助のうち医療費

窓口で提示が必要な書類
マイナンバー関連窓口で各種手続きを行う際、次の書類を確認しますので、持参してください

通知カード 免許証など写真入
りのものは１点

保険証など写真の
ないものは２点

＋ ま
た
は

　不在などで「通知カード」を受け取ることができ
　なかった場合
　市民窓口サービス課で保管していますので、次の
書類を持参して受け取ってください
○本人が受け取る場合…確認書類（運転免許証など）
○代理人が受け取る場合…①依頼者本人の本人確認
　書類（運転免許証など）、②委任状、③代理人の本
　人確認書類（運転免許証など）

愛称：マイナちゃん

 個人番号カードは、マイナン
バーの必要な手続きを 1 枚で
済ませることができます

便
利
だ
よ

▶問い合わせ先　政策企画課政策班（☎ 63-1111 内線 147）

みほん みほん



９　　平成 28.1.

▶問い合わせ先　市民安全課安全安心班（☎ 63-1111 内線 242）

～安全なまちづくり～

市道（新町１・２丁目一部）の交通規制が変わります

▶交通規制変更日（予定）　３月初旬
　※規制変更日は「広報しまばら２月号」でお知らせします
▶歩行者専用道路の規制時間　９時～ 17時

歩行者の安全確保のため、次のとおり交通規制が変わります。
市民皆さんのご理解とご協力をお願いします。

交通規制図

四明荘中央公園

霊丘公民館

湧
水
館

清流亭

十八銀行
島原支店

歩行者専用路側帯

一方通行

相互通行
現　行

生き生き横丁

四明荘中央公園

霊丘公民館

湧
水
館

清流亭

十八銀行
島原支店

路側帯を色分け表示

一方通行

相互通行

通り抜けに関
する看板設置

歩行者専用道路の指定区間
（規制時間９時～ 17時）

変更後

進入禁止の
案内板設置

一時停止表示

一時停止表示

歩行者専用路側帯
を廃止し、路側帯
を色分け表示

生き生き横丁
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ウ
ォッチン

グ

まち
かど

１００歳おめでとうございます

「島原城」城壁清掃

装いを新たにした「島原城」

　島原の観光のシンボル「島原城」城壁の景観
保持のため、九州電力・九電工（11月６日）と
陸上自衛隊第16普通科連隊（11月10・11日）
の皆さんが城壁の清掃を行いました。
　高所で不安定な場所にもかかわらず次々と手際
よく草を刈る姿に、通行人は足を止め、作業の
様子を眺めていました。石垣はとてもきれいに
なり、装いを新たにした「島原城」では、観光客
など訪れる人の目を楽しませてくれます。

城壁清掃を行う九州電力
と九電工の皆さん

城壁清掃を行う陸上自衛隊
第 16普通科連隊の皆さん

ジオ・スプラッシュモニターツアー
新しい観光ルートの実現に向けて

　12 月 11 日～ 13 日、平成新山や九十九島など
のジオサイトを巡る新たな観光ルートの実現に向
けて、水陸両用車を活用したモニターツアーを実
施しました。今後は、乗車した人たちからの意見
を踏まえ定期運行に向けて検討を進めていきます。

島原ウィンターナイトファンタジア

きらびやかなイルミネーション

　12月１日から島原港緑地公園で島原冬の風物詩
「ウィンターナイトファンタジア」が始まりました。
17万個の電球で彩られた会場には、多くの家族連れ
などが訪れ、幻想的な光景を楽しんでいました。
　なお、ウィンターナイトファンタジアは１月９日
（土）まで開催しています。

宇土チトセさん
（11月 25日生）

井手上庄次さん
（12月 10日生）
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平成新山島原学生駅伝
若きアスリートが冬の島原路を駆け抜ける

　12月 5日、島原の冬のスポーツイベントとして定着し
た「平成新山島原学生駅伝」が、市営陸上競技場をスター
ト地点に開催されました。
　大会にはオープン参加を含む男子 33 チーム、女子 17
チームが参加し、九州の大学生ランナーが島原路を駆け抜
けました。沿道には多くの人が並び、力強い走りを見せる
選手たちにたくさんの拍手や大きな声援が送られました。
　また、この大会は多くの市民ボランティアのサポートに
より実施されました。ボランティアの皆さん、ご協力あり
がとうございました。
　主な結果は次のとおりです。

順位 大学名 記録
１ 第一工業大学 3:03:24
２ 日本文理大学 3:05:12
3 福岡大学 3:06:24
4 九州大学 3:07:13
5 鹿屋体育大学 3:07:45

男子正式参加（7区間 57.80km）
順位 大学名 記録
１ 福岡大学 1:18:08
２ 鹿屋体育大学 1:19:11
3 久留米大学 1:24:52
4 名桜大学 1:27:36
5 福岡女子大学 1:29:43

女子正式参加（5区間 22.85km）

島原ふるさと産業まつり

島原の特産品を買い求めて

　11月 28・29 日、島原復興アリーナで島原ふ
るさと産業まつりを開催しました。
　会場には、旬の野菜や果物、特産品などを取り
扱う店が多数出店したほか、しまばらご当地グル
メグランプリのグランドチャンピオン大会や丸太
早切り大会など多彩なイベントが開催されました。
　訪れた人は、お目当ての特産品を買い求めるな
どして楽しんでいました。

イノシシ鍋1000杯が来場者に
無料で振る舞われました

しまばら丸太早切大会で入賞した皆さん しまばらご当地グルメグランプリグランドチャンピオン
に輝いた「ちゃんぽんパエリア風（カシュ・カシュ）」
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水
道
の
凍
結
対
策
を
！

　

気
温
が
氷
点
下
を
下
回
る
と
水
道
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
、
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
気
象
情
報
な
ど
を
確
認
し
、
水
道
の
凍
結
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
特
に
凍
結
に
注
意
す
る
箇
所

・
屋
外
の
露
出
水
道
管
や
風
当
た
り
の
強

　
い
と
こ
ろ

▼
凍
結
を
防
ぐ
に
は

・
保
温
材
や
毛
布
、
布
な
ど
を
隙
間
な
く

　
巻
き
つ
け
て
保
護
し
、
水
道
管
な
ど
が

　
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

・
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と
き
に
は
、
蛇
口

　

か
ら
少
量
の
水
を
出
し
て
お
く
と
有
効

　
で
す
（
水
道
代
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
）

・
蛇
口
ま
で
の
水
道
管
に
水
が
残
っ
て
い

　
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
長
期

　
間
留
守
に
す
る
場
合
は
、
水
道
メ
ー
タ

　
ー
横
の
バ
ル
ブ
で
止
水
し
、
残
り
水
を

　
出
し
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
お
勧
め
し

　
ま
す

▼
水
道
が
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
場
合

・
自
然
に
解
け
る
の
を
待

　
つ
か
、
タ
オ
ル
な
ど
を

　
巻
き
付
け
、
ゆ
っ
く
り

　
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て

　
解
か
し
て
く
だ
さ
い

※
熱
湯
を
か
け
る
と
、

　
水
道
管
の
破
裂
や
ひ
び

　
割
れ
を
す
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す

▼
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
場
合

・
応
急
処
置
と
し
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
横

　
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
水
を
止
め
て
く
だ

　
さ
い
。
そ
の
後
、
島
原
市
指
定
給
水
装

　
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

　
だ
さ
い
（
水
道
管
の
破
裂
な
ど
に
よ
る

　
修
理
費
用
は
、
所
有
者
の
負
担
と
な
り

　
ま
す
）

※
島
原
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
一

　
覧
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
水
道
課
工
務
班

　
（
☎
�
１
１
１
１
内
線
５
９
４
～
５
９
６
）

水道管に保温材などを巻
き付け、濡れないように
テープで保護する（例）

選挙権年齢が 18歳に引き下げられました
　今年の参議院議員通常選挙から、選挙権を持つことのできる年齢
が 20歳から 18歳へ引き下げられ、18歳から国政選挙や地方選挙
での投票ができるようになります。

平成 28年に執行予定の選挙は次のとおりです
・参議院議員通常選挙（任期 7月 25日まで）…７月ごろ
・島原市長選挙（任期 12月 17日まで）…11月下旬または 12月初旬

＜背　景＞
　現在の日本は、少子高齢化が進む中で、将来
にわたって活力ある社会を維持していくために、
若い世代の人に過重な負担がかかる、いわゆる
「世代間格差」が大きな問題となってきています。
　また、海外では、多くの国々が選挙権年齢を
18歳としており、18歳から選挙権があること
が世界の流れに沿ったものといえます。

＜意　図＞
　日本の未来を切り拓くため、また、受益と負担
の適切な姿を実現していくためにも、社会を支え
る若い世代の声を政治に届きやすくし、それに伴
う責任や負担を求めていくことを意図しています。

＜国政選挙＞衆議院議員選挙、参議院議員選挙
＜地方選挙＞長崎県知事選挙、長崎県議会議員
　　　　　　選挙、島原市長選挙、島原市議会
　　　　　　議員選挙▶問い合わせ先　選挙管理委員会

　　　　　　　　（☎ 63-1111 内線 311）

～皆さんの１票は貴重な１票です～
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毎
月
、
島
原
半
島
の
ジ
オ
サ
イ
ト
や
そ
の
見

ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

　
今
回
は
冬
の
雲
仙
を
彩
る
氷
の
花
「
霧
氷
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
冬
の
時
期
を
迎
え
た
雲
仙
の
山
々
は
、
時
に

白
く
光
り
輝
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
山
の
木
々
の

枝
に
霧
氷
が
付
着
す
る
た
め
で
す
。
霧
氷
は
、

氷
点
下
の
中
で
樹
木
に
付
着
し
て
発
達
し
た
氷

の
総
称
で
、
地
元
の
人
か
ら
「
花
ぼ
う
ろ
」
と

い
う
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
霧

氷
は
、
あ
る
気
象
条
件
が
そ
ろ
っ
た
と
き
に
き

れ
い
に
成
長
す
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
霧
氷
は
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
と

き
に
、
き
れ
い
な
霧
氷
が
観
察
で
き
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　
通
常
、
気
温
が
0
度
を
下
回
る
と
、
空
気
中

の
水
分
が
凍
り
始
め
、
氷
の
粒
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
大
き
く
成
長
し
、
重
く
な
っ
て
地
表
に

落
下
し
始
め
た
と
き
、
融
け
る
こ
と
な
く
氷
の

ま
ま
で
地
表
に
達
し
た
粒
が
雪
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

ち
り
や
ほ
こ
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
き
れ
い
な

空
気
の
中
で
は
、
空
気
中
の
水
分
は
気
温
が
0

度
を
下
回
っ
て
も
凍
り
ま
せ
ん
。
0
度
以
下
の

水
分
を
含
ん
だ
空
気
が
小
枝
な
ど
に
ぶ
つ
か
る

と
、
中
の
水
分
が
一
気
に
氷
に
な
り
、
枝
に
く
っ

つ
き
ま
す
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
小
枝

か
ら
風
上
側
に
向
か
っ
て
、
氷
が
薄
い
板
の
よ

う
に
伸
び
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
霧
氷
で
す
。

　
霧
氷
は
、
見
え
方
の
特
徴
に
よ
っ
て
大
き
く

3
つ
の
種
類
（
樹じ
ゅ
ひ
ょ
う氷・
粗そ
ひ
ょ
う氷
・
雨う
ひ
ょ
う氷
）
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
樹
氷
は
、
白
く
て
も
ろ
い
霧
氷
の
こ
と
で
、

風
速
が
毎
秒
5
メ
ー
ト
ル
以
下
の
、
風
の
弱
い

日
に
で
き
ま
す
。

　
粗
氷
は
、
氷
の
板
が
成
長
す
る
方
向
に
気
泡

が
一
列
に
並
ん
だ
硬
め
の
霧
氷
の
こ
と
で
、
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
で
、
風
速
が
毎
秒
5

～
20
メ
ー
ト
ル
の
や
や
強
い
風
の
中
で
で
き
ま

す
。

　
雨
氷
は
、
比
較
的
気
温
が
高
い
条
件
下
で
水

分
が
木
の
枝
に
付
着
し
て
で
き
た
透
明
な
霧
氷

の
こ
と
で
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
上
で
、

風
速
が
秒
速
30
～
40
メ
ー
ト
ル
の
と
き
に
で
き

ま
す
。

　
雲
仙
岳
の
山
頂
付
近
で
は
、
粗
氷
に
分
類
さ

れ
る
霧
氷
が
成
長
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
温
暖
な
九
州
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
雲
仙
の
山
々
で
は
な
ぜ
き
れ
い
な

霧
氷
が
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
冬
に
な
る
と
、
北
や
北
西
か
ら
季
節
風
が
吹

き
つ
け
ま
す
。
こ
の
季
節
風
は
、
東
シ
ナ
海
を

通
過
し
て
く
る
際
に
、
多
く
の
水
分
を
含
む
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
水
分
を
含
ん
だ
季
節
風

が
、
長
崎
県
内
で
最
も
高
い
、
標
高
１
５
０
０

メ
ー
ト
ル
近
い
雲
仙
岳
に
ぶ
つ
か
る
と
、
風
の

中
に
含
ま
れ
て
い
る
水
分
が
木
の
枝
に
ぶ
つ
か

り
、
き
れ
い
な
霧
氷
を
つ
く
り
だ
す
の
で
す
。

海
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
、
度
重
な
る
火
山
噴
火

に
よ
っ
て
大
き
く
成
長
し
た
雲
仙
岳
が
あ
る
こ

と
が
、
霧
氷
が
で
き
る
の
に
適
し
た
自
然
環
境

を
つ
く
り
だ
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
、
雲
仙
の
山
々
で

は
、
条
件
が
整
え
ば
霧
氷
が
楽
し
め
ま
す
。
こ

の
時
期
に
し
か
味
わ
え
な
い
幻
想
的
な
風
景
を

眺
め
に
、
雲
仙
の
山
に
出
か
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
は
「
天
如
塔
と
霊
丘
公
園
」
を
紹
介
し

ま
す
。

冬の雲仙を彩る氷の花「霧氷」

３
つ
の
特
徴

冬の雲仙を彩る「霧氷」

13　　平成 28.1.

木の枝に成長した「霧氷」

風が左から右に吹き付けたことを
表しています

氷
の
花
「
霧
氷
」



し ま ば ら
子育て情報

問い合わせ先
子育て支援室（☎ 62-4015）
市保健センター内（霊南二丁目 45）
E-mail：kosodate@city.shimabara.lg.jp

平成 28.1.　　14

育  児  サ  ー  ク  ル
笑顔で子育て

　育児サークルは、親子で楽しみながら子育てができるように、情報交換と友だちづくりのきっかけ
となるような場を設け、参加者の交流を行っています。 
　食生活改善推進員・ありあけ母親クラブによる手作りおやつもあり
ます。
１月の育児サークル　10時～ 12時
育児サークル 内　容 場　所
きらら kids

（第１火曜日）
１月５日（火）
コマで遊ぼう 有明保健センター

こいこいひろば
（第１水曜日）

１月６日（水）
くるくる凧作り 霊丘公民館

にこにこ kids
（第１木曜日）

１月７日（木）
鬼火 児童館

のびのび kids
（第２火曜日）

１月 12 日（火）
みんなでワイワイあったまろ

三会農村環境改善
センター

すくすくげん kids
（第３木曜日）

１月 21 日（木）
鬼のお面作り 杉谷公民館

ぱぴぷキッズ
（第４木曜日）

１月 28 日（木）
楽しいクッキング 市保健センター

鬼のお面作り
（１月 21日開催）

楽しいおやつの時間
もあります

乳児家庭全戸訪問を実施しています
　乳児家庭訪問員が、生後４カ月を迎えるまでの赤ちゃん
がいる家庭を訪問し、市の子育て情報をお届けするほか、
子育てに関する不安や悩みの相談を受け付けています。
▶対象者　生後４カ月を迎えるまでの赤ちゃんがいる家庭
▶訪問員　乳児家庭訪問員（保健師・看護師・保育士など）
※訪問時は、市が発行した身分証明書を携帯します
▶訪問日時　乳児家庭訪問員が事前に連絡し、日程を調整
　　　　　　します
▶費　用　無料
▶問い合わせ先　こども課こども家庭班（☎内線 278）

　日常の忙しさをほんの少しだけ忘れて、ホッとした時間を持ちませんか。
▶対象者　小学校就学前の子どもを在宅で育てている母親
　　　　　※託児ができます
▶申し込み先　子育て支援室（☎ 62-4015）

ママたちのための リフレッシュ講座

開催日 時　間 場　所 講座内容

１月 27 日（水）10 時 30 分～
11 時 30 分 有明保健センター ゆったりヨガ教室

講師　廣瀬嘉澄 先生

２月１日（月） 10 時～ 12 時 市保健センター
おかし作り教室

（材料費 200 円が必要）
講師　谷口由美 先生

ゆったりヨガ教室

おかし作り教室
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○
日
米
親
善
人
形
（
通
称
「
リ
ト
ル・

メ
リ
ー
」）（
所
蔵
：
第
一
小
学
校
）

　
昭
和
２
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
米

の
緊
張
緩
和
の
た
め
に
約
１
万
２
０

０
０
体
の
親
善
人
形
が
日
本
に
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
16
年
に
日
米
が
開
戦
す
る
と
、

敵
国
の
人
形
で
あ
る
と
し
て
多
く
の

日
米
親
善
人
形
が
焼
却
さ
れ
ま
し
た

が
、第
一
小
学
校
に
あ
っ
た
人
形
は
、

ひ
な
人
形
の
木
箱
の
中
に
隠
さ
れ
て

戦
禍
を
免
れ
ま
し
た
。

　
全
国
で
約
３
３
０
体
の
日
米
親
善

人
形
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
県
内
で

残
っ
て
い
る
の
は
島
原
市
と
平
戸
市

の
二
体
の
み
で
島
原
の
戦
中
戦
後
の

歴
史
・
文
化
・
教
育
を
知
る
う
え
で

貴
重
な
資
料
で
す
。

○
甚
三
郎
山
（
萩
原
二
丁
目
）

　
寛
文
６(

１
６
６
６)

年
７
月
13
日
、

島
原
藩
の
家
老
志
賀
玄げ

ん
ば
の
じ
ょ
う

蕃
允
（
甚
三

郎
）
は
、
藩
主
高
力
隆
長
の
過
酷
な

政
治
を
強
く
い
さ
め
、
手
討
ち
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
場
所
が
甚
三
郎
山

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
領
民
は
自

分
た
ち
の
こ

と
を
思
っ
て

藩
主
を
い
さ

め
た
玄
蕃
允

の
徳
を
し
の

び
、
文
化
３

（
１
８
０
６
）

年
に
当
時
の

藩
主
松
平
忠た

だ
よ
り馮
の
許
可
を
得
て
甚
三

郎
山
に
普
賢
菩
薩
の
祠
を
建
立
し
、

そ
の
後
も
領
民
に
よ
っ
て
祠
や
灯
籠

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
人
々
の
忠
臣
に
対
す

る
思
い
が
受
け
継
が
れ
続
け
た
場
所

と
し
て
、
ま
た
、
島
原
藩
を
治
め
た

高
力
氏
に
関
係
す
る
数
少
な
い
貴
重

な
史
跡
で
す
。

市
指
定
文
化
財

　
有
明
公
民
館
の
一
室
か
ら
「
い
つ
ま
で

も
役
に
立
ち
た
し
落
葉
搔
」
と
俳
句
を
詠

む
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
、
健
康
で
楽
し

く
を
モ
ッ
ト
ー
に
俳
句
会
な
ど
を
開
い
て

い
る
「
ち
ぐ
さ
倶
楽
部
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
同
倶
楽
部
は
、
昨
年
の
11
月
に
立
ち
上

が
っ
た
ば
か
り
で
す
。
６
人
の
会
員
が
月

１
回
、
有
明
公
民
館
に
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

句
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
句
を
詠
み
あ
げ
た

後
、
感
想
や
意
見
な
ど
を
話
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
会
員
の
親
睦
の
た
め
、
旅
行
や

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
皆
さ
ん
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
む
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
柴
田
ち
ぐ
さ
さ
ん
に
話
を
伺
う

と
「
有
明
町
に
俳
句
の
会
が
あ
れ
ば
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
こ
の

倶
楽
部
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
倶
楽
部
で
は
俳
句
づ
く
り
を
楽
し
む

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を

通
じ
て
、
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に
健
や
か

に
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
有

明
文
化
協
会
の
活
動
に
も
微
力
な
が
ら
お

手
伝
い
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、「
俳
句
を
通
じ
て

い
ろ
い
ろ
な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
生
き
が
い
づ
く
り
と
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
俳
句
を
通
し
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
「
ち
ぐ
さ
倶
楽
部
」に
興
味
の
あ
る
人
は
、

代
表
の
柴
田
さ
ん
（
☎
�
３
３
８
５
）
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ちぐさ倶楽部

日米親善人形
「リトル・メリー」

　
島
原
市
指
定
文
化
財
と
し
て
、「
日
米
親
善
人
形
」
と
「
甚
三
郎
山
」
の
２

件
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

甚三郎山



保健センターだより ■ 市 保 健 セ ン タ ー（☎６４－７７１３）
■ 有明保健センター（☎６８－５３３５）
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 「特定健診」の受診期間を延長しています
　医療機関での特定健診の実施期間を 2 月 29 日
まで延長しています。
▶対象者　島原市国民健康保険に加入の 30 歳・
　　　　　35 歳および 40 歳以上の人で、平成
　　　　　27 年度の特定健康診査を受診してい
　　　　　ない人
▶受診場所　市内指定医療機関
▶健診料　無料
▶受診期限　2 月 29 日（月）　
▶持参品
　①特定健康診査受診券（受診券の有効期限が「平
　　成 27 年 11 月 30 日」となっていますが、そ
　　のまま使用することができます）
　※特定健康診査受診券を持っていない人は再発
　　行ができます
　②島原市国民健康保険証
▶問い合わせ先　市保健センター

　健康しまばら福祉まつり
　健康しまばら 21 推進大会と島原市健康福祉ま
つりを統合したイベント「健康しまばら福祉まつ
り」を開催します。
▶と　き　１月 24 日（日）10 時～ 14 時
▶ところ　有明総合文化会館、有明公民館、有明
　　　　　保健センター
▶内　容　健康・介護予防相談、各種作品展、体
　　　　　験コーナー、出店、スタンプラリー、
　　　　　いきいき健康ポイントの賞品抽選会
　　　　　（13 時～）など
▶問い合わせ先　市保健センター

　子育て講演会
　全国各地で子育てについての講演活動をしてい
る吉村春生先生を講師に迎え、「心の育ちにおい
て一番大切なものとは」、「心の健康（安心感）を
育むには」というテーマで講演会を開催します。
　子育てに奮闘中のお父さんやお母さんなど、ぜ
ひ参加してください。
▶と　き　１月９日（土）
　　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
▶ところ　市保健センター
▶講　師　臨床心理士　吉村春生 先生
▶講　演　「心がかぜをひくとき～安心感と自立～」
▶申込方法　１月６日（水）までに市保健センター
　　　　　　に電話で申し込んでください
　　　　　　※託児を希望する場合は申し込みの
　　　　　　　ときにお知らせください
▶問い合わせ先　市保健センター

  大腸がん検診の申し込みは１月 20 日まで
　市では、40 歳以上の市民を対象として大腸が
ん検診を実施しています。すでに検査用の容器を
持っている人で、まだ検診が済んでいない人は、
便を採り医療機関に提出してください。
　また、平成 27 年 4 月以降、まだ検診を受けて
いない人は、がんの早期発見・早期治療のために
ぜひ大腸がん検診を受けましょう。
▶自己負担額　600 円
※一定の条件を満たす場合、無料になります
▶受診場所　市内指定医療機関
▶問い合わせ先　市保健センター

　平成 25 年３月 31 日までに市町村の助成によ
り「ヒトパピローマウイルスワクチン」、「ヒブワ
クチン」、「小児用肺炎球菌ワクチン」のいずれか
のワクチン接種後に何らかの症状が生じ、医療機
関を受診した人は、予防接種との関連性が認定さ
れると、医療費・医療手当が支給される場合があ
ります。
　心当たりのある人は、具体的な請求方法など
を医薬品医療機器総合機構救済制度相談窓口（フ
リーダイヤル☎ 0120-149-931）に問い合わせ
てください。

　「がん検診」を受けましょう
　市では、がんの早期発見・早期治療を目的とし
て、各種がん検診を実施しています。
　平成 27 年４月以降、まだ受診していない人は
早めに検診を受けましょう。
▶対象者及び自己負担額
・胃がん検診………40 歳以上（1000 円）
・乳がん検診………30 歳以上（500 円）
・子宮頸がん検診…20 歳以上（700 円）
※一定の条件を満たす場合、無料になります
▶受診場所　市内指定医療機関
▶受診期限　3 月 31 日（木）
▶問い合わせ先　市保健センター

予防接種の救済制度



日 医 療 機 関 電話番号
１
日
㈮

魚 住 医 院 城内一丁目 63-2286
愛野記念病院 雲仙市愛野町 36-0015
堺 歯 科 医 院 雲仙市国見町 78-2744

２
日
㈯

喜多内科医院 弁天町二丁目 62-5101
愛野記念病院 雲仙市愛野町 36-0015
徳永歯科医院 雲仙市国見町 78-3105

３
日
㈰

柴田長庚堂病院 中 堀 町 64-1111
愛野記念病院 雲仙市愛野町 36-0015
小嶺歯科医院 雲仙市国見町 78-2366

10
日
㈰

貴田神経内科・呼
吸器科・内科病院 有明町大三東 68-0040
土井外科消化器内科医院 中 町 62-6305
よ こ た 医 院 雲仙市瑞穂町 77-2000
末 吉 歯 科 有明町大三東 68-0150

11
日
㈪

柴田長庚堂病院 中 堀 町 64-1111
石橋こどもクリニック 新町一丁目 65-0008
山口耳鼻咽喉科医院 湊 町 62-7151
長 田 医 院 雲仙市瑞穂町 77-3622
松本歯科医院 有明町大三東 68-3872

17
日
㈰

松 岡 病 院 江 戸 丁 62-2526
酒井外科胃腸科医院 宮 の 町 62-6655
永 吉 医 院 雲仙市吾妻町 38-2015
森元歯科クリニック 有明町大三東 68-0017

24
日
㈰

木下内科医院 中 野 町 64-5851
稲田整形外科医院 片 町 62-6355
安 藤 病 院 雲仙市吾妻町 38-2152
末 吉 歯 科 有明町大三東 68-0150

31
日
㈰

わたなべ内科クリニック 中 安 徳 町 62-1515
いとう整形外科 広 馬 場 町 61-0110
愛野ありあけ病院 雲仙市愛野町 36-0153
清水歯科医院 亀 の 甲 町 63-4848

２
月
７
日
㈰

かわはら内科胃腸科医院 坂 上 町 62-5413
山口外科胃腸科医院 大 手 原 町 62-3200
松 本 医 院 雲仙市愛野町 36-0053
まつおデンタルクリニック 北 門 町 65-0233

休日当番の お医者さん
歯医者さん月

●  小児の日曜診療所  ●
☎６３－０２０２（受付時間のみ）
※必ず電話受付後、来院をお願いします

● 対象者　　中学生以下の小児（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院小児科外来室
● 診療時間　土曜日の 18:00 ～日曜日の 17:00
● 受付時間　土曜日の 17:30 ～日曜日の 16:30

※ 12 月 16 日現在の内容です

健康テレホンサービス
☎ ＴＥＬ ０１２０－５５５－２０３

ＴＥＬ ０９５－８２６－５５１１

１　
月

月 ご存じですか？胃がんリスク検診 （ＡＢＣ検診）
火 乳がん検診、受けましょう
水 2016 年インフルエンザワクチン
木 舌下免疫療法でアレルギー性鼻炎を治す
金 適応障害（ストレスが身体に与える影響について）

土・日 尿道から膿が出る

 市内当番医 ９時～ 18 時
 市外当番医 ９時～ 17 時
 当番歯科医 ９時～ 12 時

市内当番医診療科目

耳

外

整

内

内

内

内

小

内

整

内

外

外

内

内

内

　 内科 　　 外科
 　小児科　  整形外科
　 耳鼻科

整
内 外
小
耳

26.8％

１

17　　平成 28.1.

　運動が体に良いことは分かっていても、なかなかまとまった時
間も取れなくて、諦めてしまっている人も多いのではないでしょ
うか。
　市でも働き盛りの 20 歳～ 64 歳の世代はなかなか運動に取り
組めていないことが分かっています。

　島原市の運動習慣の現状

「ウォーキング」で健康づくりを始めましょう！ 

１日 30 分以上の運動を週２回以上している人の割合
(平成25年9月27日～10月31日実施アンケート結果）

０

10

20

30

40

50

男性 男性女性 女性

（％）

29.5％
22.1％

41.8％

20 歳～ 64 歳 65 歳以上
「島原市健康増進計画　健康しまばら 21（第２次）より」

　「ウォーキング」は手軽にできる運動です
　ウォーキングは手軽にできる運動です。継続す
る時間が長くなるほど脂肪をエネルギーとして利
用する比率が高まるので、体脂肪の減少による肥
満解消や血中の中性脂肪の減少、血圧や血糖値の
改善に効果があります。
　さらに、運動することによる心肺機能の改善や
骨粗しょう症の予防などの効果も見込まれます。
　また、厚生労働省は、健康寿命を延ばすため今より 10 分多く
体を動かす、「+10（プラステン）」を推奨しています。「近くの
用事は歩く」、「階段を使う」、「遠くのトイレを使う」など、日々
の生活に少し工夫することで体を動かす機会は作れます。
　いつもよりプラス 10 分の運動習慣も始めてみませんか。

　「島原よかとこウォーキングマップ」を作製しました
　市では、市内のウォーキン
グサークルの協力を得て、島
原の自然・湧水・歴史を楽し
みながらウォーキングができ
る「島原よかとこウォーキン
グマップ」を作製しました。
　市役所や各地区公民館など
に設置していますので、ウォーキングで健康づくりを始めてはい
かがでしょうか。
※市ホームページ（http://www.city.shimabara.lg.jp/）から
　もダウンロードできます。　



公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
受講料は無料です
◆有明公民館（☎６８－１１０１）
◆三会公民館（☎６２－４５０５）
◆杉谷公民館（☎６３－２２３１）
◆森岳公民館（☎６３－２２４２）
◆霊丘公民館（☎６４－２０２３）
◆白山公民館（☎６３－２２２１）
◆安中公民館（☎６３－２２５３）

公民館
こうざ
じょうほう

　　　　　  ルーシーダットン
　　　　　  （タイ式ヨガ）教室
　筋力、体力はほとんど必要ありません。独特
の動きと呼吸法で血液の循環が活発になり、体
がぽかぽか温まります。
●と　き　①１月 20 日（水）　19 時 30 分～
　　　　　②１月 21 日（木）　13 時 30 分～
●募集人数　①、②それぞれ 20 人（先着順）
●対象者　男女は問いません
●持参品　バスタオルまたはヨガマット、汗拭
　　　　　き用タオル、飲み物など
●講　師　門畑悦子 先生

安中公民館

　　　　　　デザイン書講座
　字の上手下手は関係ありません。オリジナルの書体と詩で世界
に一つのポストカードを作りませんか。
●と　き　１月 12 日（火）
　　　　　① 14 時～　② 19 時～
●募集人数　①、②それぞれ 10 人（先着順）
●材料代　500 円

　　　　　　こけ玉づくり講座
　春を感じる「梅」のこけ玉を作って、部屋に飾っ
てみませんか。
●と　き　１月 14 日（木）　19 時 30 分～
●募集人数　12 人（先着順）
●材料代　2000 円

　　　　　　プリザーブドフラワー講座
　みずみずしい質感と柔らかさがある「プリザーブドフラワー」を
使って、フラワーアレンジメントに挑戦してみませんか。
●と　き　１月 27 日（水） 
　　　　 　① 14 時～　② 19 時 30 分～
●募集人数　①、②それぞれ 16 人（先着順）
●材料代　1000 円

三会公民館

平成 28.1.　　18

　　　　　　島原の歴史講座～キリスト教関連遺跡の世界遺産登録に向けて～
●と　き　２月１日（月）　　 「第１回　島原地方のキリスト教の歴史」
　　　　　２月８日（月）    　「第２回　島原の乱」
　　　　　２月 15 日（月）  　「第３回　島原藩の禁教政策」
　　　　　２月 22 日（月） 　 「第４回　紙上で巡る殉教地」
　　　　　19 時 30 分～ 21 時
●募集人数　30 人（先着順）　　●持参品　筆記用具　　●講　師　松尾卓次 先生　

霊丘公民館

　　　　　 有明女子会キララ☆第５弾！
本格的手作りスイーツ教室

～ガトーショコラ～
　バレンタインに向けて、あなたの気持ちをカ
タチにしてみませんか。本格的なガトーショコ
ラを作ります。
●と　き　１月 20 日（水）
　　　　　19 時 30 分～
●募集人数　20 人（先着順）
●材料代　500 円
●持参品　エプロン、三角巾、タオル
●講　師　製菓衛生師　本多文憲 先生

有明公民館

※各講座の申し込みは、すべて
　１月４日（月）から行います



■ 市役所本庁（代表）☎ 63-1111
■ 有明庁舎（代表）    ☎ 68-1111
　 ・有明支所
　 ・産業部 （産業政策課・しまばら
　　ブランド営業課・農林水産課）
　・教育委員会（教育総務課・学校
　　教育課・社会教育課・スポーツ課）
　・農業委員会
　・ 水道課
■ 電子メール
 　info@city.shimabara.lg.jp

新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp/
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事
業
団
事
務
局
に
備
え

　
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
の
上
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
顔

　
写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
を
添
え
て
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

　

ttp://skbj.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
教
育

　
文
化
振
興
事
業
団
事
務
局
（
〒
８
５

　
９
‐
１
４
１
５　
島
原
市
有
明
町
大

　
三
東
戊
１
４
３
８
‐
１　
☎
�
５
１

　
３
３
）

自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
資　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
い
ま
す

▼
試
験
日　
受
付
の
と
き
に
お
知
ら
せ

　
し
ま
す

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
（
後
期
））

▼
募
集
人
数　

○
人
文
・
社
会
科
学
専
攻
…
約
10
人

募　
集

19　　平成 28.1.
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○
理
工
学
専
攻
…
約
30
人

※
い
ず
れ
も
女
子
は
若
干
名

▼
資　
格　
高
校
を
卒
業
し
（
見
込
含

　
む
）、
21
歳
未
満
の
人
（
自
衛
官
で

　
あ
る
人
は
23
歳
未
満
）

▼
受
付
期
間　
１
月
20
日
㈬
～
１
月
29

　
日
㈮

▼
試
験
日　

○
一
次
…
２
月
20
日
㈯

○
二
次
…
３
月
11
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所
（
☎
�
３

７
５
９
）

燃
や
せ
る
ご
み
の
市
内
全
地
区
収
集

　
１
月
12
日
㈫
は
市
内
す
べ
て
の
地
区

の
燃
や
せ
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
を
出
す
際
は
、
８
時
ま
で
に
指

定
の
場
所
へ
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ク
リ
ー
ン

　
資
源
班
（
☎
内
線
１
９
３
）

償
却
資
産(

固
定
資
産
税)

の
申
告

　
１
月
１
日
現
在
、
事
業
の
た
め
に
用

い
る
構
築
物
・
機
械
な
ど
の
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
会
社
や
個
人
は
、
償

却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
所
有
者
の
申
告
に
基
づ
き
価
格
を
決

定
し
、固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
一
例

○
農
業
・
漁
業
…
ハ
ウ
ス
、
選
別
機
、

　
漁
船
な
ど

○
飲
食
店
…
厨
房
設
備
、
冷
蔵
庫
な
ど

○
理･

美
容
業
…
理
・
美
容
椅
子
、
洗

　
面
設
備
な
ど

○
太
陽
光
発
電
設
備
…
事
業
の
用
に
供

　
さ
れ
て
い
る
も
の

▼
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の

○
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
の
資
産
ま
た

　
は
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

　
で
、
法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り

　
一
時
に
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の
（
少

　
額
償
却
資
産
）

○
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
、

　
法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
３
年

　
以
内
に
一
括
し
て
均
等
償
却
す
る
も

　
の
（
一
括
償
却
資
産
）

○
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
対

　
象
と
な
る
も
の

▼
申
告
期
限　
２
月
１
日
㈪
ま
で

▼
申
告
方
法　
税
務
課
ま
た
は
有
明
支

　
所
に
備
え
付
け
の
申
告
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い

▼
申
告
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
固

　
定
資
産
税
班(

☎
内
線
１
７
３)

１
１
０
番
は
緊
急
電
話
で
す

　
１
１
０
番
は
事
件
・
事
故
な
ど
の
緊

急
電
話
で
す
。

　
運
転
免
許
証
や
落
し
物
な
ど
は
最
寄

り
の
警
察
署
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
相
談
に
関
す
る
こ
と
は

「
＃
９
１
１
０
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
警
察
署
（
☎

　
�
０
１
１
０
）

諌
早
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る

年
金
出
張
相
談
（
１
月
～
３
月
）

▼
と　
き　
1
月
20
日
㈬
・
27
日
㈬
、

　
２
月
17
日
㈬
、
３
月
16
日
㈬
・
23
日

　
㈬　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
ロ

　
ビ
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

※
１
月
27
日
、
３
月
23
日
は
10
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10
日
前

　
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
予
約
可
）
を
し
て
く
だ
さ

　
い

※
予
約
は
相
談
日
の
2
カ
月
前
か
ら
可

　
能
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、「
２

年
前
納
」、「
１
年
前
納
」、「
半
年
前
納
」

が
あ
り
、
保
険
料
が
割
引
に
な
る
制
度

で
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
前
納
方
法
に
は
、

「
納
付
書
」、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」、

「
口
座
振
替
」
が
あ
り
、
口
座
振
替
に

す
る
と
さ
ら
に
割
引
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
得
な
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。（「
２
年
前
納
」は
口
座
振
替
の
み
）

　
な
お
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
お

よ
び
「
口
座
振
替
」
に
よ
る
前
納
を
希

望
す
る
人
は
２
月
末
ま
で
に
最
寄
り
の

年
金
事
務
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※
28
年
度
割
引
額
は
３
月
に
決
定
し
ま

　
す

年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
諫
早
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
５
７
�

１
６
６
３
）
ま
た
は
市
民
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課
国
民
年
金
班
（
☎
内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

 

・
書
道
関
連
書
籍
「
書
跡
名
品
叢そ
う
か
ん刊

」

 

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

 

・
マ
イ
ク
・
ア
ン
プ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の

　
セ
ッ
ト

※
町
内
会
公
民
館
で
使
用
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
安
全
課
市
民

　
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）
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不
要
品
の
交
換

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
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雲仙岳災害記念館

雲仙・普賢岳噴火災害から 25 年 半額
キャンペーン

 今年は、雲仙・普賢岳噴火災害か
ら 25 年を迎えます。
　災害当時の全国からの多くの皆様
の温かい支援に対する感謝と当時の
出来事について多くの方々に再確認
してもらいたいとの思いから、雲仙
岳災害記念館（がまだすドーム）で
は「入館料半額キャンペーン」を実
施しています。
　この機会にぜひ来館ください。

入館料半額キャンペーン

全国からの温かい支援に感謝を込めて

通常料金
大　人　 1000 円
中高年　　700 円
小学生　　500 円▶大　人　500 円

中高年　350 円
小学生　250 円

特別料金

▶問い合わせ先　雲仙岳災害記念館
　　　　　　　　（☎ 65-6555）

✂

✂

本
件
を
切
り
取
っ
て
来
場
く
だ
さ
い

がまだすドーム
特別入場割引券（5割引）

有効期限　１月 31 日（日）まで
※インフォメーションへ提示のうえ購入してください
※本券１枚で１団体までの利用となります
※他の割引との併用はできません
※精算後の払い戻しはできません

＊エネルギー 122kcal1 人分栄養価

　

　米粉は、小麦粉のようにグルテンを含まないため、だまになりにくい性質があり、
揚げ物や焼き物に使用すると、さくっと軽い仕上がりになります。そして、米粉は、
お米と同じ栄養価を含み、すばやくエネルギーに変わりますので、風邪などで食欲
が落ちたときエネルギーを補給するのに最適です。また、「米粉」を使うことでコ
メの消費拡大および地産地消にもつながります。

～米粉の特徴に注目！～

し ま ば
育 シ

ら
食 ピレ

米粉のブラマンジェ

材料（４人分） 作り方

●米粉…25 ｇ
●砂糖…大さじ２
●牛乳……………300ml
●黄桃（缶詰）…１切
●いちごジャム…30 ｇ
●ミント…………適量

① 鍋にＡを入れて混ぜる
② ①に牛乳を入れて火にかける。中火でかき
　 混ぜながら、とろみがついたら火を止め、
　 容器に入れる
③ 粗熱を取ったら冷蔵庫で冷やす
④ 黄桃、いちごジャム、ミントを盛り付けて
　 完成

地産地消にもつながる「米粉」を使ったスイーツ

A
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●人　口  46,883 人（＋ 10）
●男　性  21,730 人（　 ０）
●女　性  25,153 人（＋ 10）
●世帯数  19,498 世帯（＋ 14）

出生　36件　死亡　49件
転入　75件　転出　51件

人の動き（12月１日現在）
●島原市ホームページ（http://www.city.shimabara.lg.jp/）
●ケーブルテレビ
・カボチャテレビ（土曜　8:30、10:00、18:00、21:00、翌 2:00、翌 5:00
　　　　　　　　  日曜　8:00、15:00、18:00、21:00、翌 2:00、翌 5:00）
・ひまわりテレビ（月曜～金曜　18:45）
●コミュニティＦＭ　ＦＭしまばら（88.4MHz）（月曜～金曜　９:10、13:10）
●新　聞　・島原新聞 市役所欄（随時）
　　　　　・長崎新聞 市政情報コーナー（毎月第２・４火曜）

情報発信 市政情報などは、次の方法でも情報発信しています

施 設 情 報

　　　　　　　　「中高年のはつらつ健康教室」参加者募集
　島原復興アリーナの自主事業として、中高年の人を対象とした「中高年のはつらつ健康教室」を
開催します。成人病予防や体力作り、ストレス解消などのために健康教室に参加してみませんか。
▶と　き　２月９日（火）・16 日（火）・19 日（金）・23 日（火）・26 日（金）
　　　　　10 時 30 分～ 11 時 30 分
▶募集人数　30 人（先着順）
▶参加料　1000 円（スポーツ安全保険料を含む）
▶内　容　ストレッチ、体操、筋力トレーニング、ウォーキングなど
▶持参品　体育館シューズ、運動のできる服装、タオル、飲み物
▶申込期間　１月５日（火）～１月 28 日（木）
▶申込方法　電話で申し込んでください　※月曜（休館日）を除く
▶申し込み・問い合わせ先　島原復興アリーナ（☎ 64-2344）

島原復興アリーナ

「島原藩日記（巻七）」が完成しました

　江戸時代の島原藩の出来事を記した「島原藩日記」。当時の島原藩の出来事を
知ることができる重要な史料です。
　この度、「島原藩日記（巻七）元禄Ⅳ・宝永」が完成し販売しています。
▶販売場所　松平文庫（島原図書館２階）　（火曜～土曜　10 時～ 17 時）
▶価　格　2000 円
▶問い合わせ先　松平文庫（☎ 64-4117）

島原城迎歳の会
○初日会
▶と　き　１月１日（金）　６時 30 分開館
※６時 30 分から８時 30 分まで無料開放
▶ところ　島原城天守閣

島原城

○大福茶会
▶と　き　１月３日（日）　10 時～
▶ところ　御馬見所
▶料　金　無料
※花びらもちが無くなり次第終了

○刀剣展
▶と　き　１月９日（土）～１月 24 日（日）
　　　　　9 時～ 17 時 30 分
▶ところ　島原城観光復興記念館
▶料　金　540 円（天守閣、西望記念館共通）

○問い合わせ先　島原城振興協会（☎ 62-4766）

大福茶会
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新刊図書紹介 １月の催し

　１月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内線
184）で無料相談を行います。なお、行政相談のみ有明福
祉センターでも受け付けます。
◆行政相談
　〈市民相談センター〉
　　１月  ５日（火）　13 時～ 15 時　　古瀬行政相談委員
　　１月 12 日（火）　13 時～ 15 時　　金子行政相談委員
　　１月 19 日（火）　13 時～ 15 時　　梅澤行政相談委員
   〈有明福祉センター〉　
　　１月  ６日（水）　13 時～ 15 時　　宇土行政相談委員
◆人権相談（人権擁護委員）
　　１月  ６日（水）　13 時～ 16 時
◆不動産に関する相談（県宅地建物取引業協会）
　　１月 18 日（月）　13 時～ 16 時
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約　月初めから予約受付】
　　１月 21 日（木）　13 時～ 16 時
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など
　公証人法律相談（島原公証役場　公証人）
　　１月 27 日（水）　13 時～ 16 時
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　１月 28 日（木）　10 時～ 16 時

「ユートピア」
　湊かなえ  著　　集英社
　海辺の町で出会い、ボランティア基金「ク
ララの翼」を設立した３人の女性たち。ささ
いな不協和音から、やがて隠された事件が姿
を現す。心理ミステリー。

「おっかなの晩」
　折口真喜子　著　　東京創元社
　狐憑きと噂される花魁、川に消えた子ども、
息子を探す山姥…。この世とあの世をつなぐ
不思議な船宿、若狭屋には、ちょっとさみし
い魂がふらりとやってくる。若狭屋の女将が
出会う、８つの愛おしいあやかし話。

市民相談センターのご案内

図 書 館
通 信

気軽に相談し

てください

 ・市県民税（第４期）
 ・国民健康保険税（第７期）
 ・後期高齢者医療保険料（第７期）
 ・介護保険料（第５期）
　の納期限は２月１日 （月）です
　納付には、便利な口座振替（自動振込）をお
勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便局（ゆ
うちょ銀行）、島原雲仙農協、長崎県信漁連など
で受け付けます。
　また、税は主なコンビニエンスストアでも納
付することができますのでご利用ください。

＜問い合わせ先＞
●市県民税…税務課市民税班（☎内線172）
●国民健康保険税…税務課市民税班（☎内線176）
●後期高齢者医療保険料、介護保険料…保険健康課
　後期高齢・介護班（☎内線233）

納期限のお知らせ

○島原図書館（☎ 64-4115）　開館時間…９時～ 18 時（金曜は 20 時まで開館）
　１月の休館日…１日（金）～４日（月）・11 日（月）・18 日（月）・25 日（月）
　　　　　　　　・31 日（日）～２月９日（火）
○有明図書館 ( ☎ 68-5808）　開館時間…９時～ 18 時
　１月の休館日…１日（金）～３日（日）・５日（火）・12 日（火）・19 日（火）
　　　　　　　　・21 日（木）～ 31 日（日）

■「砂浜に坐り込んだ船」
　　池澤夏樹　著　　新潮社
■「プロローグ」
　　円城塔  著　　文藝春秋

■「クズリ」
　　柴田哲孝　著　　講談社
■「早春賦」
　　山口恵以子　著　　幻冬舎

島原図書館
■ おはなしのじかん＆新春かるたとり大会
　　　　　　　　　　　　　　  　　 ９日（土）11 時～
■ おはなしのじかん　16 日（土）・30 日（土）11 時～
■ おはなしひろば　　　　 　  　　23 日（土）11 時～
■ 郷土史を学ぼう会　　　 　　  　23 日（土）14 時～
　「古文書にみる近世の島原」　講師：吉田信也 先生
　「深溝世紀　巻四」　講師：松尾卓次 先生
■ おはなしのじかん０･ １･ ２　     27 日（水）11 時～

有明図書館
■ 新年の運だめし～くじびきにチャレンジ～
　　（幼児・小学生対象）　　  ４日（月）14 時～
■ ちいさなおはなしかい　 　９日（土）14 時 30 分～

○有明図書館
　１月 21 日（木）～１月 31 日（日）
○島原図書館
　１月 31 日（日）～２月９日（火）

蔵書の特別整理のため休館します



島原市有明町合併セレモニー
（平成 18 年１月１日）

島原市合併10周年記念式典

▶ところ 島原文化会館
▶入場料 無料

～ 時時 1611
１月 （日）日17▶と　き

〈第一部〉　13 時～
　オープニングアトラクション
　　○さつき会 演舞・有明町少年少女合唱団 合唱
　　○前田拓郎＆前田ゆりの　ピアノコンサート

〈第二部〉　14 時～
　島原市合併 10 周年記念式典

〈第三部〉　15 時～
　落語独演会　三遊亭歌之介

前田拓郎＆前田ゆりの 三遊亭歌之介

○バルーンリリース（11 時～）
○ふるさと物産展（11 時～ 16 時）
○バブルボールで自由に遊ぼう！（11 時 30 分～）
○「しまばらん」や「ジーオ君」などとのふれあい
○合併 10 周年記念フォトモザイクアート展示

無料シャトルバス時刻表
区間　有明公民館～島原文化会館

便 有明公民館 島原文化会館

１ 10 時 30 分 発 －

２ － 11 時 発

３ 11 時 30 分 発 －

４ － 12 時 発

５ 12 時 30 分 発 －

６ － 14 時発

７ 14 時 30 分 発 －

８ － 15 時 発

９ 15 時 30 分 発 －

10 － 16 時 10 分 発

来場特典
島原守護神「しまばらん」
記念手ぬぐいプレゼント

※写真はイメージです

ふるさと物産展 バブルボール

フォトモザイクアートゆるキャラとのふれあい

楽しいイベントがいっぱい！

※臨時駐車場：第一小学校・第一中学校グラウンド

会場イベント

▶問い合わせ先　秘書人事課秘書広報班（☎ 63-1111 内線 121）
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